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背景（と昨年

度の課題） 

 

 

 

河川と先人の関わってきた経験や知恵の集積が行われ、地域の歴史のひとつとして生活と共

にあったころの河川情報に注目し、住民と行政が話をするひとつの話題として、今後のあり方

について意見交換ができる関係構築のきっかけづくりが必要であると考えている。そのための

場の創出と、双方のコミュニケーションの機会と場を増やすことを目指し、河川整備も街づくり、

地域づくりの一つの要素であるため、切り離して考えるのではなく、視野を広げていきたい。 

実施目的 （ビジョン） 

古写真収集やヒアリングより得られた成果や、個人のポテンシャルを活用できるもののなかから、

連携できるものを模索していく。また、現在活動している関係団体とのネットワークを構築し、共

同で取り組むことで新しい発展ができることを目指す。 

（ミッション） 

地域の方と一緒に活動することで、長期的な活動の継続を目指し、そのための支援をしていく。

また、住民と行政とが会話をするきっかけづくりの場を創出し、これまでの河川レンジャーの活動

成果も活用して双方のコミュニケーションの機会と場を増やしていく。 

今年度の 

成果目標 

 

1. 河川に関する記憶の掘り起こしと、住民・行政の情報共有 

2. 河川に対する興味関心を高めることを目指し、各団体の活動を支援していく 

3. 河川レンジャー活動の認知度向上 

 

内容 1. 河川に関する記憶の掘り起こしと、住民・行政の情報共有 

・得られた情報を集約して、水のめぐみ館エリアでの情報発信または展示 

・地域における写真を活用したヒアリング活動の普及と支援 

・県内施設などさまざまな場で写真展を通じた会話の場の創出 

2. 河川に対する興味関心を高める 

・活動成果を伝える広報ツール作成 

・関連団体の活動支援およびネットワークの構築 

3. 河川レンジャー活動の認知度向上 

・活動成果を伝える広報ツールの活用 

・活動成果を発信する場への参加 

対象 1.住民(近隣住民で年代を問わない)、河川事務所職員、河川レンジャー 

2.住民(近隣住民で年代を問わない)、関連団体 

3.住民(子どもたちやその家族が中心) 

工程計画  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

ヒアリングおよ

び写真収集 

            

会話の場の創出             

関連団体の活動

支援 

            

活動周知活動             

 

（テーマ）  河川にまつわる「地域の記憶掘り起こし」と会話の場の創出 

 
 常時活動 

常時活動 

琵琶湖博物館で写真展開催 

過去の成果を活用した取組み(時期は目安) 

ＷＳＢ写真展開催 

常時活動（情報を収集しつつ、機会があれば参加） 

川づくりフォーラム参加 

琵琶湖博物館で活動成果展示 

子どもや家族を中心に、ＷＳＢにて周知と河川への興味関心を目指した取り組みを月1度程度開催 


